
　（株）トーテツの創業は1919年
（大正８年）。土木・建築用の金網
製造を主力業務とした東洋鉄網製造
（株）を前身とする。現在は金網製
造分野は大幅に縮小したため、近年
は雨水の貯留と有効利用の総合メー
カーとして各種機器、システムの開
発・製造に注力している。
　主力製品の一つが、都市型洪水を
防止し、雨水の有効利用を促進する
プラスチック部材「アクアパレス」
だ。このアクアパレスを貯留材とし
て積み上げ、同社の除塵管理枡とセ
ル型二重構造による雨水貯留槽を地
下空間に構築。洪水防止の役割を担
いつつ、雨水を長期、かつ安全に貯
水するという「ユニバーサル地下貯
留システム」は、“雨水の資源化”

を実現する技術として徐々に市場性
を高めている。
　同社にJICA中小企業海外展開支援
事業の情報を紹介し、急激な経済成
長と人口増により深刻な水不足に直
面するインドでの事業展開をアドバ
イスしたのが、主に環境コンサルテ
ィングサービスを提供するマイクラ
イメイトジャパン（株）だ。インド
では水不足の深刻化に伴い、特に雨
期における効果的な雨水の貯留が重
要になっているが、従来工法による
建設ではコストが割高になることな
どから、地下貯留は十分に進んでい
ない状況だ。そこでマイクライメイ
トジャパンは、組立性能や耐圧性に
も優れ、さらに安価なユニバーサル
地下貯留システムがマッチングする

のではないかと考えたのだ。
　トーテツが2014年度のJICA中小
企業連携促進基礎調査に応募し、採
択された「水の需給ギャップを埋める
プラスチック製雨水地下貯留システ
ムの製造販売事業調査（中小企業連
携促進）」では、特に水不足が深刻
なインド・タミルナドゥ州を対象に、
現地の水事情や雨水利用の需要を調
査・計測するとともに、州政府関係
機関との意見交換を重ね、現地の協
力体制などを見極めている。高井征
一郎社長は「事業展開の可能性は非
常に高い」とし、公的な支援制度の
活用を検討するとともに、独自に事
業展開に向けた準備にも着手。二段
構えで取り組んでいく考えだ。

　香川県高松市に本社を置く（株）
村上組は1951年の設立以来、国や県
の公共事業を主体に成長を遂げてき
た地方ゼネコンだ。本四架橋や四国
横断自動車道など四国のインフラ整
備に深く関わり、技術力を背景にそ
の事業推進に貢献してきている。
　海外との“接点”を模索し始めた
のは国や地方の公共事業が激減して
いった2008年頃からだ。「もともと
地方公共事業で生きてきた会社。こ
のまま香川にとどまっていては大変
なことになる。東京に出ても同じこ
と。いっそ可能性のある海外に出よ
うと思った」、こう語るのは常務取
締役の村上周作氏だ。海外実績のあ
る取引先などへの相談を重ねる中、
対象国として浮上してきたのがベト

ナムであった。
　同国のメコンデルタ地域は、毎年
のように台風や高潮などの洪水被害
に見舞われ、多くの人命や財産が失
われるなど被害は拡大している状況
だ。運河や水路の護岸、築堤の構築
といった防災対策の早期実現は、同
国の大きな開発課題の一つであり、
軟弱地盤対策や狭隘区間での施工に
自信を持つ、村上組の技術力が生か
せるのではないかと判断した。JICA
の中小企業海外展開支援事業の情報
を得た同社は、2014年度の支援制度
に応募。2回目の挑戦で採択されたの
が「メコンデルタ地域における運
河・水路護岸築堤の地盤改良技術普
及に向けた案件化調査」である。
　調査では、提案技術のMITS工法

（小型・中圧噴射機械撹拌工法）がメ
コンデルタ地域の土質に適合するか
という視点から、同地域２カ所の土
を採集。現地でデリバリーされてい
るセメント、河川の水を使い、提案
工法で実際に地盤改良体のサンプル
を作成。日本式の土質調査方法で分
析し、品質が確保できるかどうか、
その適合性を見極めている。すでに
２回にわたる現地調査を実施してお
り、先方の交通運輸省内陸水路局の
技術者らを対象に施工管理手法など
の研修事業も実施していく計画だ。
前出の村上氏は「ベトナムにはもっ
ともマッチする工法だという自信は
ある。次は機械を持ち込み、提案工
法の施工を実施したい」と語る。
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ユニバーサル地下貯留システムの概念図

質の高い地盤改良技術の導入で
メコンデルタの洪水対策を実現
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試験機器を使った土質調
査。MITS工法の適合性を
探る

メコンデルタでの土質調
査。2カ所の土を採集し、
試験に供された
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洪水で流出したメコンデルタ地域の川岸。被害状況を調べる調査団
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